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足催学の涼流を觜えて承た場合，その始源を「Ｅ本Iご

近代科学が移入され，科学的自覚にもとづいて民俗学的

諸l11lMqがとり上げられた時から(趾1)」考えて行くとすれ

ば，そこには約半世紀，さらに測ってその発蝋を人凝学

AntluroPologyに求めても，18841年まで測り得るにす

ぎない蕊)。民偽学を,英語のFoIMorc（1846年，』.Ｗ，

TluomsがＡ･Merlonの名で樽いた!`FolldoTC"を漣とする

もの）,あるいは，これと異った概念・内容を持つもの

であるが,ドイツ鑑のVOlkskundc（これはＷ､Ｈ･Rielul

の1853年の識iii"DicVolkskundc細lsWiss巴nschafL,に

由来し’1691年Ｚ８．desVercinsliirVoIksktmde「民

俗学鰹会鐸と」'己よって誌立されたもの）（蝉)などとIiii

義騒としてとらえて行くことが，科学としての民俗学の

醗史の対象となりiI1るものであって，非fIrIこそＣ歴史は

短く，またそれ故に，今なお未１１M拓の分野が多い。

西欺の民俗学はその後願醐に発展し，多くの業識があ

げられ，またその方法論的なものについてもいくつかが

細介され，これがＨ本の民俗学の体系化に役立った。ゴミ

なもの；よ日本語に翻唄された(雄0)。

こういう西欧民俗学の方法をとり入れた，科学的な民

裕学研究力r，柳Ｈｌ１Ｉｉ１男氏にはじまるのは論を待たない

(醸5）ｃ

しかし，日本Iこおける民wi研究は体系的な６のでばな

かったにしろ'抑'１１氏の日本興俄学成立以前に民間習縢，

伝承といったものへの関心が，犯難iことどめられている

ものが少なからずあり，近世以来のこうした研究の累祇

が,【Ⅲ本民俗学成立の基茎となったといっても過苫では

ある意い゜

民撰学研究のIMI史をなした民硲的堵研究としては，,ｉｆ

江真澄の遊覧記(【:6)を頂点として，屋代弘既「風僻,Ｈ１

状」その他，多くの地誌・紀行・民俗氾蝿などが江戸時

代につくられている(鐘)。ここにとり上げる宇井可逆ば

明論ｃ二ろ活離した人物として．これら江戸時代の民幡

的:'i研究(顕)の方法を学んだものと考えられるが，一方

紀伊は本居大平以来の国学の伝統をもっており,１劃学的

方法:こよる古代へのｌｌＵｊＬ､が，民俗的なものへの関心と１１ｔ

なりあっている・こうした紀州における本悪系,渕学:茎9）

の伝統が，宇井可逝や南方熊hIi(、o)など，柳H1氏のI;1本

民俗学に先Ｈｆら，かつその成立Iこ【f(接IHI接iこ鰯紳を及ぼ

したと考えられる紀州人の民謄的１１U心に与えた影櫻は，

大きかったものと薄えられる。宇井可道も，南方熊楠

も，その学問にはそれぞれ程度の連はあるけれども，い

ずれも国学的抜ものへの志向(鉈'U)と．民俗研究への傾斜

が、淡裏一体をなして存在していたように思われる．

もともと宇井可道は１１i学者の系列;こつ准がるものであ

り，南方加I11iも国学や神通の影響(態】凶)をうけていた。国

学は元来一報の文学巡Iiijとして出発した(壁13>ものである

が，笈１２学から薦liiL学への展開が，非常に政治』１錠的色

彩を帯びて来て，かつそれが国学の流れの主流となって

来るために(』ｗ)，国学の航域をすべて鯨胤ないしその流

れを引く岡熊臣(壁U5)あるいは大岡降正(壁'6)鈴木iKlf(壁]F）

などのI副学者たちの思想だけ'二限定して見るきらいがあ

った。しかし，たとえ主流とはなりえなかったにして

も，平111学に対する木屑学の流れが蛾然として存在した
のであI)，その流れの中にば宣災学の本質的なものが，

かなり純粋な形で伝流したものと思われる．元来宣長

学においては，「玉勝I1H」に「そもそも道Ｉｉｐ澱の行ひ

絵ひて，天の下にしき臆どこし総ふわざにこそあれ，今

のおこなひ週にかな(まざらんからに，下なる者の,改め

行はなは，わたくし11Flこて，「|BAFに近のこころにあら

ず」といっているように，非政治的なさのとして存左

し(壁'8)。政治的起ものよりも，文学の独立がjlM警ら

れ，「文学的ｷﾞA神がさながら'二政治原理とされる」(壁'9〕

ところを本来もっておI)，これを九I【l其男氏は「文学が

文学ながら政治化されることは，反而からいうと政治が

非政治化されること」だとされたくlzm)。しかし，従来寛

氏学における非政治１１kとされたものの実体を追及した紐

本三之介氏は，「1.･たる者はただよくもあれあし<もあ

れ，上のおもむけIこしたがひをろものHここそあれ_(玉離

間）の蔚黛;二あらわれるよう【二，披治希Iこ対しひたすら

服従の典を鋭く所;こ江１２学の政治ｕ坦的持蘭があるとさ

れ，その非政治性は「裏返された政治錨二すぎなかった

」ことをIﾘ】らか:こされた(壁21)。しかし，宣異;こおいて矛

尼なく柵成されていた歌学と道学は，その死後分裂し，

燃魁学;己おける道学Iこ対し、本届大平の系統は駄学を継

承し，その文学的・語学的なものの追求は,さらに民俗

的'111心をよびおこす蝿があった(盤)。木居大平．内遠ら
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が紀州藩の命をうけて「紀伊絨凰士児」を編纂したのに

対し，秋田藩において，菅江真澄が滞命をうけて，「花

の出羽路」「雪の出羽路」「月の出羽路」(夢)零，１１１羽

層の－辿の地誌を軒逃しているのはＤＩＩ味深い(壁0)。

もともと，科学的な方法鎧の上に立つ柳田国男氏の與

俗学も新函学をめざしている点があり(雛竪)，国学より日

本民俗学への発展ないし握回1こついては，日本民俗学史

および日本民俗学前史の砿要な課題の一つとなるであろ
う．

なお宇井可逆および南方ji鰄へのliiz価の点から見て，

「日本民俗学大系」節11巻地方別調狂研究，和歌山県，

の記１町こは，当然番ざ改められるべき部分が少なくない
ように思う(￣)。

この小稿は，木屑大平の系統を引く国学者であり，ｌｒｉｌ

時に民縦研究家であった宇井可逆の，民俗研究家として

の業鏑を明らかRこすることによって，日本民俗学前史の
上で占める彼の位竪を明確にし，あわせて紀州藩におい

て伝流した木居大平系の国学の－面と，その民俗学成立

との関辿を考察して象ようとするものである。

雛１脚敬吾「[1本民俄学の歴史｣（「日本民俗学大

系」第２巻，1958KＦ，ｒ､84．〕

「民侭学史」（民俗学研究所網「民俗学辞典」１９

，年）Ｐ､587-595

絃２前掲「日本民俗学大系」第２巻P､８４
ikf31iil醤P､８３

和歌森太郎「Ｈ木民俗学慨説」（1950年）Ｐ､60-

62,同氏「日本民俗学｣｡および｢民俗学定義と郷幽

」（民俗学研究所縄，民俗学辞典）Ｐ､582-583

漣４たとえば，ＭｉＳＳＣ・Burne`oHmmdbookol

Fo】More，｡（岡正繋設「民俗学概論」1927年），

ATnoldVanGenとｐ``LeFolkloreo，（後藤与讐硯
「民(苔学入INN)」1942年),Ｐ･Smintyv巴ｓ“ManuCI

deFolk1oTc”（山口貞夫訳｢民俗学概説｣1944年)，
Knnrlekrolln‘lDielblIsIorislischeArheits-

methodebegriIndetvonJuliusKrohnmMl 

wejtergeliil1rtvonnoTdiSCluenForschernw 

（関敬吾訳「民縦学方法論」1951年）など。

ilt5「わが国lごおける民俗学の研究は1913年lこ柳'11191

班と高木敏蝿とが，郷土研究という雑誌をＩＩＬだ

の'二はじまる｡」（前掲「民幡学辞典」Ｐ.587)｡な

お，このこと1こついては，柳IHI劇男「故郷七十

年」を参照。

註６柳田国男「菅江災澄」（1942年）によるとⅢ汝は

賀茂真淵の流れをくむ医学者であるが，国学着と

しての業鏑は蝿ぬられない。しかし民俗研究家と

しては，すくれた観察眼をもって当時の伯州や來

北・鍛爽の民侭を譜きとみており，ことに各地の

翻俗等に興味を持っていた．

なお菅江真澄は1754年Ⅲ現在のllR橋市のあたりに

生れ，1829年秋、県仙北郡で死んだ。（IAlm武志

「菅江真澄轍作年衷」（菅江典湿未刊文猷災２所

収〕による｡）

註７１Ml褐「民俗学辞典」Ｐ､587-588

註８江戸時代における民俗の記述は，nil記の地誌,紀

行，記録等のほかに，名和の随誠類にも収鍛され

ている。著明な文学藷による､のとしてば，たと

えば山来京伝PlilninlL」中の風俗'二ついての記

述，IMI卒馬琴「燕石雑誌」中の方曾の記述などす

ぐれたものといえるが，無名の文人の随拡中Iこも

おびただしい数に上る民俗の記述が見られ，いず

れ(よこれらを系統的に整理する必要があろう．現

在のところ，これらを大観＋ろのに輔倉治彦，柴

、宵曲，鈴木楽三，森銃三編「随節率典」（1960

-61年），そのUIjでも「風土民俗綱」「奇談ＪＭＩ｝

網」が便利である。

註9111111勘蔵「本居玩具鍍金伝」（1938竿）に宣艮

一門の伝記について詳述されているので参調され

たい。本居系悩学の系譜はつぎの辺りである．

_沸庭(松坂，鈴腿系）

木居逗具-|_太平(養子)_内辿(幾千)一鼈馴
（紀州）

また木屑大平，内逮らの参加した「紀伊銃風土

肥」（1839年光総）は民俗資料を豊かi二合象,

「紀伊岩所区会」（'851年完繕）とともに，後の

紀伊の知識圏に与えた影轡は少なくない｡大平の

系統は，宣長のうちたてた国学体系の中で，歌学

をiIr視したわけだが，大平には「餌袋のHilu」
（1772年）「IiK枕の日記」（1773年）等の日記剛

や，「古冨釘衆」（1808年）その他の地名郡名染

成博の箸があり，ＩＡＩ連iこは「紀D}掴名所歌測り

（1843年）「法科災多満」（1847年）など,民俗

的関心をうかがい得る蕩替がある・

挫,ｏ把州が生んだ不世ＩＩＩＣ偉人，南方熊爾の全製ｉｆ容

易【二とらえられないが，「南方H鰄全架」（1951

～52年）は，その業報.の一部をつたえている。

証,，この点'二ついての癖論およびiIii糟の思魁的関迎に

ついては別の擬全に躍るが，両潴はいｻﾞ誰も興縦

的なものに関心を持ち，かつ親交があった。両潴

の親交については南方熊楠は,可逆の園子宇井縫
蔵が「紀州加譜」を蒋わし允際，次のようなサイ

ンを与えている。

「宇井ぬしの紀州漁譜世にBlIiはれて是れ迄隠馴

行だった人々も大きに海族に気を付る様に成た悦

びの余り,ことしより幸は多かり汐干狩｡熊捕大正

十四年二月十五夜宇井君とは二代縦いての交際故

．..(下略)｣と犯している．（下点知者。岩埼彰氏蔵

－２０－ 



「故宇井縫蔵所蔵鍬篭沽｣）

雛１２たとえば，南方熊柵ｒ神社合併反対怠見」1912年

（中山太郎「学界仲人南方熊捕」1943年．所収）

に虫;)その一端を察することができる。

漣１３西漫lii綱「旧学の批判」（1948年）あるいは同氏

「近11ｔの学問と思忽」（IiiI肥「国学の批判」を改

訂抄餓したもので「n本文学の方法」1955年，改

装篭1960年所収）Ｐ､314

i1L14騒本三之介「国学政治哩想の研究」（1957年）

Ｐ､６７ 

紐１５岡熊腫（1783年-1851年）については大川茂雄・

南茂劉縄「国学老伝把如成」（l93dIfI：）Ｐ､1279参

窯。

杜１６大脚賎正については，Ｉ､原閨郎「聯末国学思想の

一類型一大風隆硬についての断面的巻察一」

（「史休」44-1,1961年）。多田顕「脚学老大ｌｊｌＩ

陸正の縄済證｣（「文化科学紀要」３号，1961年）

前掲「間学者伝記災成」Ｐ,1466゜および野村伝四
郎糟「大槙陛盃金蝿」（1937年）等を参熟。

独１７鈴木iltliM（1812年-1863年）については，星川i汁
民「鈴木奴胤伝」（1943年）樹下快禅鯛「鈴木求

胤金蝿」〔l937iF-l9M年）および商階成章縄「

瞳学大系，鈴木IIrllﾘﾘﾘ（1944年）卒を参詞。

独１８前掲「近世の学問と思想」Ｐ､315

註１９九山英男「日本政治思想史研究」（1952年）

Ｐ､174 

紐２０同智，同頁

註２１前掲「掴学政治思想の研究」Ｐ､５７

註２２文学より民俗への腰llIlについては，近世文学者の
民俗研究などの方而からも察し得る。

iIt23「花の出羽路」「`?!↑の出羽路」「月のlU羽路」は
「秋田斑替」0932年）３，５，６，７，８，９，１０巻
所収．米収録分で，IAIIIl武志網「菅江典澄未刊文

献災２」（1954年）に収録されたものもある。

紐2４もちろん「紀伊統風土肥」にしても，「雷の出羽

路」蝉にしても，鵜の命じた意図が政治的なもの
であって，文学的なものでないことはいう意でも
ない。

江戸蒋代後期は紀州や秋田だけでなく，幕府や鰭

藩腫おいて地誌撰述がひじように盛んであった。

その代幾的放ものとして偲府の手で多くの年月と

人口をかけて作り上げた「新鯛武蔵風土記橘」

（1825年完成）「新禰相摸風土記磯」（1840年完

成）つづいて「御府内風土記機（これは1872年焼

失し，その資料として用いた御府内側持が現存）

などをはじめとして，奨州藩の「防災風土注進

案」（1841年-1852年）会津藩の「新鰡会津員士

記」（1809年），芸州藩の「芸藩皿馳」（1825

年）などをあげることができる。その網纂にあた

った人物は漢学着が中心となる場合が多かったら

しく，「芸藩適塗」における頼杏坪のごとく著潴

な学著の念があげられる，

これらの鰡纂の動機は藩によって：川illの興る点

もあるが，第一義的iこは藩玖改革への資料作製等
PｳﾞクタグタグﾀグP

の政治的効機Iこあったこと力:考えられるが，こｵＬ

について，岩根保亜氏は次のようなものをあげて

いる。

①地理良風を゛明らかにして行政上の参考とす

る．

②政治社会怖勢の安定期:二入って，この種の文

化RIF業を営む余裕を生じて来たこと，或ば封延

体制の遜備に伴い，系謂を整え，家史を橇する

と共に，領土1こついてもこれを論示しようとし

たこと．

⑥私撰地誌も藩寵の援助があって，藩の学者や

守士の災によって成就されたものが多いが，天

下紫平になって，安住生活が営まれるようにな

り，定住の郷土愛から発したと解せられる点も

ある。（岩根保亜「江戸時代における幕府諸藩

の地総網纂卒業と輿州蒋」（防艮風土注進案ｲ61．

ＡｉＭ所収，1961年）

これらの官撰地聡以外(二，「甲劉侭志」（１８

Ｍ年）「太宰管内志」（1840年）など私撰の大

部の地総もあり,これらについてもやばり政治

的愈図が強いと誰若は考えるものであるが，前

記岩根氏のいわれた＠の点も一つの婆素ではあ

ろう．しかし，官撰私撰を問わず，その意図と

関辿があるかないかは別として，兎I己角民俗'二

関する記述にかなり強い関心が持たれている場

合が多いということl=ば，民俗研究史上51t浸し

なければなら愈い゜

なお岩根氏が強としてとり上げた「防具風土

注jul案」の政治而での分析については芝原拓脚

「幕末における政治的対抗の聖艶的形成一

「防災風土注進案」の分軒を中心:ニー」（土

地制度史学，１０号，1961年）があり，その政治

性が分枅されている。

また「紀伊銃風土肥」ｌ邑縫いて。「紀伊名所

図会」が刊行されるが，これも紀伊'二限らず，

江戸、束海道，都その他各種（「[１本図会全

雄」として梨成された）の刊行が批行する。こ

の方は各地の潴所肥などとともに，新興商業資

本家の実用的関心:二応えるという経済的要秦が

強いものと考えられる。これについては北島正

元「封処文化の腱IIE」（河出筬「Ｈ木歴史蝿

鵬，【１１世補２」1951年）参窯。

梯日脚皿「新国学蟻」鞭ｌ侭「祭日勢」銅２冊雛25
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「山宮考」第３冊「氏神と氏子」（19616-47）

なお，この点'二ついて指摘した､のとしてば，

神ﾙU二郎「近代日永の糒神轍造」（1961年）Ｐ､８，

Ｐ､14のKL14等を参照。ただし，「本暦学から平田
、､■、、、で

学に発展さ巻らｵしたI国学の学問的方法論を発展的
、､、、、､､､、

Ｉこ継承したものは，、本民俗学をおいて他'二な

い」〔下点繁者）といわれた下点の部分について

は廿阿しがたい。このことIこついてば後Iこ賎れ

ろ。

２ 
品丁

字丼可逆I蛍1837年(天保８年)，和歌山1%L西牟UL郡三編

付大字上三楢(現在，西本挫郡牟襲町上三欄)に生れた。

字井多右脚illH越穣豊成の子で，安政４年兄脇之助の死に

より圏子とたり，文久元年25才で上三福庄屋となってい
る（壁Ｉ)。

1867年（幽応３年）より５年あまり田辺の例学者熊代

四郎左術ﾄﾞﾘ繁廻(蝉)について，国学・歌学を修学してい

る(錘)。そのころ32才でW]治維新をむかえた。

明治維新後，彼は上三宿付長，和歌山県西牟qlU[郡役所

書記，同節一第二科異，111辺銀行支配人等を鵬任，１９０２

年（明治35年）６６才で公職より退き，晩年はもっぱら風

流lこ製し承，1922年(大正11年)86才の商飾で西牟襲郡川

辺町(現在は111辺市)で没している(罫).その'''1,1869年iこ

｛魚，和歌山艦lこ｢寺院合併延白杏｣を提出し，明治７年小

学校開識の際は教部打より区長に兼ねてIhMijll郡Iこ補せら

れており、また1875年(Iﾘ】治８年)lこは和歌山県第22蒜【1Ⅱ

学区取締雑務を申付けられており，さらに翌1876年lこは

「地租改正趨査'二付為HEillIl摂係へ当分出仕被IIJ付」れて

いる(825)。ＵＨ化期lこおける地方のインテリとして認めら

れ，その役削を果しているようである。

宇井可通は上記のごとき経歴をもっているが唾G)，そ

の学問的系識こついては，維賀頁次郎氏の次の文が要を

とらえていろ．

「紀州、辺に於ける和歌は１日藩末Iこ興ったといふのが
､ 

若し妥当でなくぱ，頓に摂りuしたといふが当れりであら

う。当時和歌山に内違，大平，護平(註7)らの賭家あり，

いずれも雄諾たる紀州'二概仕し，内違大平両大人は塞学

を継承して新らしき鯛見あり．渚平大人はjE世歌坑の

準，全１劃の歌人をよくリードすると云ひi\ずとも，歌墹

を風聯するの慨があり，所iWI型学の全盛と歌泳の流行が

－世の風潮となっているのに乗じて声誉をほしい意識こ

してゐだが，田辺瞳和歌山との地理，藩政，商業，交通

等各方面に篭接の関係，交渉があり，その影響，刺戦は

必然且つ深刻だった。乃乞田所顕周翁は)Hiuliとともlこ内

違iこ投じ(舷秒、次いで大平，猪平Iこ接近し゛さらに田辺

龍梶推艶して熊代繁里大人を田辺Iこ迎へ，大人を中心と

してI菖学の鵡究と歌週の摂興を医った゛大人は乃ち南紀

の敬才，欝然として一家をなし，妃の一隅にありて歌壇

に雄視した。１，辺に多数の歌人が鵡出し，空前の盛況を

なすに至った｡打聴.擬娃,馴川，消渚の諸災だけを見て

も，その頃の111辺の歌人がいかに多かったかが知れる。

だから麺承'二楓興したといふが当れりであらう．

而して繁里の後，これを継承したのは，吾が瑛騒の主

宇井可道大人であった。大人は瑞冠二十五才から老齢六

十五才iこ至るまで，前後四十年1m，乃ち生涯の大部分を

村治と郡政iこ従ふた。しかも大人の真骨頂は謎瞥人であ

り,歌人であり，耕述人に存した．その村治と郡玖の115

には藩末の風塑(BLD)あり，明治維新あり，諸政の更始一

折，殊に地1M改正，町村の綱製(HLIU)あり，後ちには南紀

の大水災ありて，炳忙と労苦は雌iHiし続出したが，よく

これを克服して能吏の誉れがあった．（中略）大人の歌

才と造詣と人格と徳望は，目からはからず，いつしかに

辮里の後を承けて，田辺の歌人の師表たるばかりでな

く，歌人の名をui<全国に布<に至った(態'')｡」

その後，宇井可道は1889年晩桜社を設け，さらに1912

年良漢社と改め，歌道lこ糀逃すらとともに，数ヤの民滕

的研究の成果をもたらしたのである．

熊代繁里から宇井可逆への系統を見るに，iihi調の共通

魚として，和歌への志向が強く働いている点があげら

れ,吉だと<に可遊は民俗的なものへの関心が強い｡こう

いった邪はいずれ､本居大平・内逮以来の紀州蒜[刮学の

伝統的傾向に根ざすものということができる。もともと

木居宣長の旧学は主iiIi的な伽1Iilが強い(註Ⅱ2)が，遊学とし

ての国学を中心とする政治思想的傾向(壁'3)をも節一義的

'二持っていﾎﾞｰことば.既Iこ前節でとり上げた｡jXJﾐ学iﾆお

ける二つの大きな洸れであった欧学と道学の弧、の源に

ついての考究は今後を待たねばならないが，立曇の価賀

茂典淵の国学の巾にも，その双力の祖型と見られるもの

が存rELだと飛稀は見るものである。民俗的ＩＲＩ心I±，二

つのうち,歌学の流れをくむ文liit学的傾向のtI1から生ま

れるのであって，ことに和歌に深く傾倒した其淵の囚学

の中lこも,民俗的1111心が内在したのであり,(註Ⅲ)これが宣

災を窪て大平の系統に引き継がれていったのであろう．

ナでlこ前節で考えたように．ｉ:[兵学と蝿樅学とでば大

きな達異があり，立呉において「裏返しにされていた」

政治性は，jiliⅢおよびその系統では裏返しにされたもの

でなくなり，文学的，歌学的な立渦を喪失して，神道性

政治性がIiiliHiにⅡ'し出され，や力{ていわゆる「準弄の国

学」陸1句といった傾向に発展するのである．もとより蝿

胤学も宣奨学より生まれ出たものである以上Ⅲ本圃的な

変貌をなしとげたのではない。たしかに宣艮学は非政治

的な外面をもっているが，寛奨学本来の姿においても，

鰯教的道徳理念を批判し否定し，簡教の世界から膜卸す

－２２－ 



ることにより，現突の政治的原理への密濁ljZが一層高め

られたのであり蕊16)，これＩま樫本氏のいう所とも一致す

る。しかし，蔦jIK学i土宣英学の－面を伝えたけれども，

全体を伝えたものではなかった。典淵よりj:[氏に伝わっ

た111学思想の他のiIii婆な－面は｡本居大平系の国学の１１１

に伝えられたのである。両派がこのような連災をもつ二

とは(髪17)，両派の抗争'二発展することもあったのであっ

て，このことIま平111鱒胤が大人祁是香iこ宛てて，城戸千

柵ら＊1苫派の賎での妨害を漢いた替簡などからも察知で

きるし煙1s)，歌学をJIrんじた僻伯友とも大磯のごとき仲

となっている。当時の思想界Iこ与えた影糠からいうと，

鰯胤学が主流としての地位を占めるものであり，その政

治的狐題はすでi二ｈ.(兵自身の思辿中に内在した(壁】g)iこし

ても，江奨学;罠ネル鑑教雀の稀iMiな文献学(塁抑)として成

立したものであり，その中で大ざ芯地位を占めていたの

が歌学であったことは論をまたない。本溺大平系のlxI学

は二の流れを難頑し，蔦鷺学とI煮大きく異なった一両を

もっていて，紀州の隅学思想として伝虎するのである。

もちろん封建危機&宝紀州lこもArれだけれども，大平系図

学においては，かって宣輿がとった政治的立場と同一平

面i二正って，文学性を保持しつつこれ怪対処したもので

あった。

つ堂りり宣只学の「裏返しにされた」政治性は，大平

の系銭にはその富Ｌ伝流し，欲学を近視し文餓学の根本

的建柊を保持したが，他方蕊拠学:ま道学的な､のが巽而

におし出されて文Mt学から篭れ濃歎化し，機本的性幡lこ

おいては同一地露iこある両若が，現象的:こははなはだし

く災なった撰松を示すこと【こなったものと思われる。

縦lfiz井縫蔵鰡「宇井可道迫稿蕊塁躯」ｆＩ鵜'二よる。

イ'二輪は以下いずれも数え年。「瑛堕」は「アラク

マノヤ」とよ承，歌災全体に「漢Ｉ畠UIL」文典全体

’二「瑛壁ij懇」の名称を廷しているがローれ巌宇

ノhF可道自身がそのように命ご為したものではなく，

「瑛屋災，１，２」は没後まもなく刊行されたが，

硯る和飲および随錐頬を，1936-37年Iこ宇井縫蔵

ウ1整理箸写した濠，便宜上この尖、'二命名したも

のぞある。

宇井縫蔵は和歌山11A西中陛郡岩田村，（現在。
とんだ

西牟婆郡上街Ｈ１町岩、）施換助右衛1JU二男として

1878年lこ生れ，1898年可道輿女知可子と繕婿，可

道の養嗣子となった。竜水と号しl936-37fFl二可

道の遺稿莚縄災し，脚ら譜写印別した。本稿はそ

の糧架木'二よっている。これは間々誤写と思われ

るものをまじえているが，その敬侠を防いだ努力

は少と巻ねばならない。なお彼は効物学，植物学

に鯖通し，「紀州漁論」「紀州拉物誌」「伝独の

植物承つながしは」零の藩述がある。晩年は紀州

郷士史'二興味をもち，し砿しぽ「紀州文化研究」

に論惹を苑潤した．1947年波．

睦２ 「大日本人名辞岱」（1891年哨ilT坂）によると，

熊代繁里ば紀州niRi部の生れで,和歌111で加納堵

平，木居内違について国学を学んだ。、l秋山藩の

命iこより「紀伊111名所図絵統綱」の撰述に従珈．

1859年田辺修道館旦学教官に任ぜられた．（賓政

の火蹴のあった年である｡)臓藩睡県後，熊野坐神

社の樅宮司となり，1876年（Iｿ]治９年）４６才で没

した。彼は歌学を得意とし，将書に「早苗日記」

、iii然兆」ｎM氷百人一首」「詞花災解」「渚渚

某」左どがある。宇井可逆にk熊代繁里の伝記を聾
ざとめており，これによって繁里の学と人をうか

がうことができる。なおこの「大日本人名辞諜」

の肥ﾘﾄﾞは「日本散青史資料」によったもので！「

1劇学者伝記塊成」Ｐ､1507にも，同じ資料からの引

用がJ;Lられろ。また「清治災」(よ蔑守部鰯の旧歌
大観棟の同潴の沸がある。

ii1jQilﾄﾞ，年譜

なお同書におさめられた錦木賎の序文によれば，

「比大人着かｌＬ時i乙其頃虫隅学の大家な[)し田
辺の桜薩熊代Wf型大人のＩＩｌｉこ入りて對珂学と和歌
の逆とを学ばれ上三楠の型より二里にも余れる逆

を逆しとせで時々｣L許にmqIfれて数多き敬子の中
'二ても歌の道Iこすぐれさせてむれと之を暇まれ満
くそが至り深くたI)て吾が木の国はいふも正なり

他の個々の歌の上手てふ人々の中i二も数叢へらる
るに至りけ()」と犯されている。しかし，宇井可

逆の和駄の芸術性1こついては，木居宜災の和歌同
概、その数の膨大なのIこも拘らず衝世を蜂めがた

い。立長系の[則学老の和歌は承な一般的に同椴の
ことがいえる。

iiil繩年譜&こよる。

同上

雅賀典次郎氏はiij方熊楠の敬示志うけ，震た柳Ill
lN男氏にも師Ⅲ叱允。後述のごとく柳H1氏が宇井

可逆の存在を知ったのは同氏を逆じてであったが
，ｌｉｌＩ氏状可竝と[{(接面識をもたなかったことは，

本文引用部分の後尾に日から犯しておられる。

木I1l内逮，本111;大平，加納蛎平

「内道翁Ili人餓」潟永２年の頑に，田所左術士顕

川の名が見える。（｢増補水勝て(具全染ｊｒｒ巻，１９

３８年）Ｐ,８６

「廉求の風窒」の誤写であろう。

「鯛成」の誤堺であろう．

宇作縫蔵輔「瑛堅染」弗廿一鰡椎(下）（1937年）

n65-67 

IMIlQ「国学政流思想の研究」Ｐ､26-38

1㎡ｌｉ１ｆＰ.･１２

菅江典澄がfY茂典淵の流れを引くことはⅡその典

型といえる．（Ｍ１褐柳田囚列「菅江真澄」）

伊東多三郎「草非の国学」（1945年）

尼瞳正美「日本封述思想史研究」（1961年）

Ｐ､283 
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砿１７本届大平が，憾腫学'二対してどんな気持をもって

いたかを兜lろ材料として，飾胤の藩「玉擦」'二。

せた大平の序文があり，それＩこは「此玉だすざに

ぬきつらねたるあげつらひのなかには，わが翁の

さとしごとにことなるあり，大平等が恩へるおも

ぶきにもことなるあり。それやがて道のさとし｡

やＬにととのひゆくつぎてなるべし。はたわが翁

さのとしごとにも，われによりて物学ぱむともが

ら，わが後に又よき考へいできたらむには，わが

ときごとにななづ承そ，云々とあろをも恩ひ合す

べし（天保二年六月十八日付）」とある。外交辞

令の中に爾胤の学が宣輿や1ｺ己の学とちがうこと

を明言している。

iMi18前掲「隅学政治思想の研究」Ｐ､６６

雛１９渡辺金逝「平'11憾胤研究」（1942年）Ｐ､109-

133。また同縛所収の憾胤替而姫参照。

雛２０前掲「国学政治思想の研究」Ｆ､５７

雛２１村岡典閨「木屑宣長」（1928年改訂窺）Ｐ､341-

３６３ 

３ 

宇井可道の増は，柳111国男「山の人生」中に見られ

る(卿)。

「紀州西牟越郡上三橋の米作といふ人は神に隠されて

＝昼夜してから通って来たが，災11111こ神に連れられて寵

rI1を飛行し，餓処の山中を経廻って居たと語った。食物

はどうしたかとIlllふとり握り飯や餅菜子などたべた。ま

だ換に残って居ると;iiiふので，１１】させて見る'二皆柴の葉

であった。今からﾌﾞL十年(錘)ほどnilcD水である．又同じ

郡岩田の万蔵といふ者も，三日目に宮の山の笹原のtI1で

寝て居るのを発曲Lしたが，甚だし<酒央かつ士。神に巡

れられて慨itlMD西ノ宮に行き，盆の－１.三日の晩，多勢の

築葭って酒を飯む席に意じって飲んだと調った．是臓六

十何年前のことで，共に宇井可逆翁の瑛呈i;【i菜(壁3)の[１J

に戦せられてあるといふ。（雑鉦貞次郎瀦擬(罫))」とい

うのがそれである。

ここに出て来る「瑛H鹸血錐」は，すなわち可道の倣文

業鏑の大部分を網羅するもので，－冊の替籍でない．可

適自身の意志としてば，「瑛屋随罪」の冨葉瞳，いくつ

かの随舗的なもの【二冠するものとし，これI邑属さない独

立的な冊子には，それぞれ独自の塩称を与えて，これと

は区別しようと特えていたらしい．ところが，1936-19

37年に，彼の養圏孑宇井縫蔵が，迫柵の倣秩をおそれ

て，これを手づから麟写印刷した灘，便宜上，可道の倣

文全体に「瑛屋!;3派」，韻文全体に「蕊屋築」の名称を

冠せしめたものである(鐸)．先に「瑛屋架」（正統）と

して刊行されたものをも含めて，これらはすべて私家版

として刊行せられ，「民搭の記戦だけを出議したらどう

か」という柳1,氏のアドバイスも鰭局実現しなかった

(茎6)ため，催とんど埋没し去ろうとしているものである

が，中iこは各iillの雑誌に発表されたり，種々の縛物IこりＩ

ｌＩｌされたりして，公Iこ知られているものもある(127)。

「蕊璽;!i筆」はliil述のような理由Iこよって，彼の過脇

中，宇井縫蔵によって縄築された散文全体に冠せられた

名称であって，縄払整理造られたものは，可道の遡欄全

体の三分の二に当り，全業縦を網羅するものではない

が,業繍の主繋なものはことごとく含んでいると湾えて

よく，これによって，技の業械全体を察知できるものと

考えられる．

「震E趣iI兼」は上寵のようなUlFMiI二よって，後の倣文

的業績の主要部分'二冠したものであるが(蝉)，その内容

は多岐iこわたり，民俗研究，歌学，古典研究およびいわ

ゆる随飛的なものを含んでいる。各禰の表題を示すと．

次の通りである。

鋼１縄神政天皇衝東征倉猟蹄觜

鰯２縄浪乃藻屑

銅３鰯

駆４編牟狸郷増勝蕊‘

第５編女百人一首

第６網悲哀百人一首

第７鰯

銅８縄

鯛９編

箙l0iIil西塔武蔵坊弁慶I､職時

節11網我が家の由緒

節12縄

上記が「瑛堅錨繁」の全容であるが，中で鵠名をもた
ないものが，３，７，８，９，１２の５糧あいこの５縄
が，もともと宇井可道自身が「瑛騒随鉦」の名を冠せし
めようと考えたものであることは，先に述べた通りであ
る．表題から見てもわかるように，綱名のついている６
の低い再fれも民俗研究ではない。鰹趨をつげなかったも
のの中で，節７縄が民俗の記述をJISぬたものであるが，

念の為に鰯務のないものの目次をあげて承ると，次のよ

うになる。

(節３縄）牟陛温泉背熊野沿砿大意

万葉梨端解一御歌二首について蛾の熊野参りといふ

則Ｆ熊野九十九王子の鞭殴鹿火の税さきくさi二つい

て祈雨のIIT流行言葉無礼の簡莱鍵頭。紬逆鰯と

いふ率死去の名詞実名を坪ぶを繧礼とする、

(第７編）１．天狗の鑓２．狐の蝋３．兵生の松端

が噸４．こへびのふしざ５．つばめ吉吉ほほ

６．海幽趣７．安珍清姫が１F８．清水浜臣が遊京辿

録'二白髪畑の睦９．白魚飯１０．杜氏酒と美味と摸

11．綾さん月代といふ事１２．大の奇事13.かしらん

ぽうの税１４．偽が蛇を取りたる本15.人死したる時

最愛の子をとふJIF１６．蛇のＶＦエ７．猿の卵

－２４－ 



荘３巻末の索引1こついて承るのlこ，瑛壁BH2IWDTiは

「ア｣の部'二はなく，「余｣の部に出て来る．おそら

く「諾クオクズイヒツ」と醸艶されたものであろ

う．

註４こjiWIL柳田氏が111接「瑛慰ii縦」とよまれたので

；さなく，繕賀氏が1925年維躍「匡謹」に収戦せら

れていた記卒を抄録して柳川氏に栩告せられ，柳

田氏はこれを「アサヒグラフ」1925年１，２n号

に巡戟した「111の人生」に引用し，さらに翌年単

行本として雷とめられたもので，このIMIのいきさ

つを雑観氏は「瑛屋随飛をよ象て｣（「戦kilXi雛」

鞆12鰯巻末所収）にくわしく蝿されている．なお

二のこる柳田氏瞳，「爽屋j;!』縦」中の民侭の記戦

だけを出蹟してばどうかと，維齪氏にすすめられ

たが，これは納脇実現せずじまいだった。

註５「漢g2Hｮh寵の識写も既に鉱12縄Iこ及び，これにて

遺隅の約三分の二を採録したりになる．併し草稿

の錐理十分ならざりし為，頗る統一を欠き燕雑な

ものlこなって仕舞ったり（を週懲とする。尖は弁慶

ヅ;罰弩，女両人一竹，悲哀百人一首などは来瑛元

堕鞘錐のうち;こ入れてなかったのを，私が将来保

存の便宜上，逵を瑛屋lMi錐IIBにまとめてし宙っだ

のであるが，＋から者へると，之はむしろ瑛屋叢

襟とでもして，」LIIJiこ瑛腿災も瑛里範飛もその他

のものも包含せしめた方がよかったかもしれな

い。未採録のものの中に瞳，紀伊国和歌雄１冊

（之抜紀伊銃風土記の和Mkを抄出し之に他の和歌

ｊｌｌのを追加辻ろもの）三十六人撰後六口撰新三十

六人擁に対する過按評及秀駄一冊，笠木11MII街一冊

及び腰史蟹i鞭'１$からの諜汝数冊などあるが，之等

の勢写躍暫く他１１に護り，午後震屋災の雄理に従

リルたいと.魁ふ゜（下略)」（・j2iﾉﾄﾞ縫蔵ｍＭｕｉ後記

」蕊壁立錐第12縄r､48）

注６本iWiilk4参訊

注７たとえば，維魁瓜次郎「抑悪の話｣（「民俗学」２

の９，１９３０年）に天狗の醜が抄lHされ,また同氏

鯛「白浜勧鐡の蛸文猷」（19.11年）には，「牟襲

iHUiL簿」および「牟喚郷必勝鰭」からの抄lH，白

浜をうたった和歌15首などが収録されている。ま

た，第１鏑「神武天皇御束征郵瀕篭考」は「大八

洲椎塞」156,157,158（1899年６月－８月）に

辿賦された。

iM:８これまでの考瀦で明らかなようIこ，滋欝にいうと

題名○ない３，７，８．９．１２の各篇だけが元来

の「虜屋嵐i箙」であるどもいえるが，本IHIでは鴇

18．狐に学問したる郡１９．小出五郎右衡IIB型をどら

へし話２０．大酒大食の話２１．強盗早脚弥助

22．亀五郎２３．異議付青五郎２４．沿附の婆死人

25．餓鬼に付からろといふ収２６．玉跳子２７.山家

屋猫次郎が項智の巾２８．ldI境包癒伝播２９．玉廻縫

霞が小３０．大地雲の事３１．与力の小３２．彗星の

鞭３３．こ{曽乞といふ事３４．歌よぶて脚にせられた

る話

(第８鵜）１．花に落花すると菱側するとの別ある平

2.71歓を蕊fる郡３．定家鐸秋夕歌のFIF４．六玉

川とて世iニもてばやす歌５，與歌よぶはじめたるゆゑ

よし６．大式の三位が歌７．餓題融歌綱概論

8．南溌嵐があつめたる歌会の判調書をはりて９．四

季の;韓し１０．擬軍歌作戦１１．盆石の歌

12．塩IH八平が製週する)il餅に船山の絵図震た臆七境

互農などゑがくとて歌をこびけれ【笈１３．１１ﾄﾞﾙ言らけの

翼川・先師二十年祭記駆１５．岡本梶Mdが還暦の賀

の歌の序１６．－薗十体の口択１７．歌鍬ゑて罪を免

るる１Ｆ１８．橋村沖風との舶答１９．和歌御会始の叩

20．ばてと往きとの.患ひちがひ２１．松原入之が釣の

歌非難を受;ナたるi二つきて２２．歌話庁々２３．岩代

国吉il1TIT次郎がこへる五ノ井菩八翁八十八fY歌巻序

24．小野璽技流感淡国時暁和歌ノ説

(第９縄）1．水11F記嚇２．戸濡及種族の改称

３．′堂騨４．七度半の便５．満山寺多宝峅勧化の郡

6．腿圧六年卒J1正月浅野左術I'Ｉ佐知行付商写

７．千塁浜違干溜となる事８．橋坑岩】二埋没御影石叫「

9．馳走といふ叩１０．杜鍋１１．白蔵廼の説

12．干支の平１３．弁慶が瀞きたる制札１４．人の聯

15．ii1i晶子１６．二品家に伝ばりし家醗公短冊の噸

17．刊浮の噸１８．熊野坐神社祭礼の歌１９．miIゼ

其淵翁祈学の説２０．万葉鵬の１Ｆ２１．藤臼鈴木氏の

事２２．越路の旅

(jiY12鱈）１．大酒をい雲しむ２．述咳３．春傭打

iﾋﾟ為・1．山水のiMi二週す５．除夜６．避暑

７．１;『１mⅢ堤防似|F1工F1｢換成式に８．野分９．新年

継母の忌にこもりて１０．鐸１１．筆１２．慾ふか

き策だの瞳なし１３．冨叫・七草15．多量梅窓

弗iHl祭洞１６．小IlI安吉還勝のfYIこ寄山祝はしがき

17．掛川鴇が蜘中によめる歌のはしがき１８．那須宗

道難場祭詞ユ9．貝桶の鍵２０．尚個会の妃

21．擬軍歌今槻数爾２２．iRi崎正風氏帰京の後差塗さ

れたる歌２３．小松内大臣と北条泰時

注l柳田国男「山の人生｣（「柳田国男先生著作染」粥

１巻,1947年）Ｐ､42-43．

註２「山の人生」初版は1926年．

－２５－ 



災者の意志を轍inし，その分緬・配列;こ従うこと

腱する。

４ 

「瑛屋B〔i罪」の全容はn1節に菱示しf二通りであるが，

それぞれの題目からも推察せられるようIこ，民俗【こ1H1す

る記述は主として節７綱に染められている。それでここ

では主にこの編をとり_'二げて考峯して承たい゜

この鰯ば他の諸縄に比して分量の点では多く(生ない(鑓'）

が，「大正中年以後に盛ん【二なった偲俗，民謙，方簡の

ことなどを，既に明治(8kg)に多く謝藍止めてゐられ，011

1己は所洲民俗学徒たちが，股近に産意しはじめた大iWi，

大食の藷にまで及ばれてゐるのである(壁3)。」こういった

点から巻えて，宇井可逆は民俗研究の先駆若としての役

剖を果しているものと思われる。

宇沖可道の民俗研究の爪点がどこにあるかを考えるた

めに，日本民俗学において目下擁lllされている(並８１民俗

資料の分緬によって分けて承ることにする。念のために

幾肥すると次の通りになる。

〔鍬１部有形文化〕1住Ｉｉｉｌ２、衣服３．企

制４．噸業５．林菜・狩６．農業７．交迦・

交易８．磁与・社交９．労働１０．村組織

皿．家族１２．鯖姻１３．誕生Ｍ・葬制

１５．年中行聯１６．ヤ'1祭１７．舜馴瞳技１８．耐

酸in詞

〔鰍２部言語芸術〕１．命名２．言葉３．諺

・鍵4.民謡５．語り物６．１%話７．伝税

〔節３部心意現象〕１．妖怪・幽璽２．兆.Ｉｌｉ

・紫・呪３．民'111M(法(註5）

上の分類に従って,「瑛屋範捕鯛７縄」の各瀧を分

緬すると，次の表のようになる。

』1．縦さん
るといふＩＩＴ

)１代といふ叩--25.巌鬼につかれ

３－４’５－ 

２ 
10．杜氏酒と美味と換１８.狐に学問したる
UIT１９.小[Ｉ五郎右衛lUH狸をとらへし謡
20.大活大食の藷２１.強盗早房弥助２２.乾

蕊騨霧1Ki灘i撒i蝋濡人
28.lIII境紅術伝柵２９.玉祉縫殿が噸３０.大
地露の邪３１.与力の平３２.琲堕の耶

謬iliV蕊Ｗｉｉ瀧締ろ畷,:,繼烏鍵
へびのふしざ５．つばめの富哀(主は

部

６ 

7.安珍消鑓がり「１２.犬の奇耶７ 

鏑Ⅲ
1.天狗の晩２．狐の語３.兵生の松湾のVｎ
G.悔幽露８.治水浜臣が遊京没録に白愛lllll
の怪13.かしらんＩ雪うの蝋15.人死した
るとき最愛の子之とふ郡

繍岸Ｉ
上の変で承ると,「瑛屋§ui躯」節７綱の性格はIlMらか

に昔話jILというべきもので，「遠野物謡」(錘)などとよ

く似ているが，それよりも一つ一つの謡の内容が豊滴

で,かつよく分類整理されていることは，本書の成血IMi

期から澱えて驚くべきものがある．近頃の民俗学の１Ｍ,正

の際資料として集められるのは銅１部が雌も多く，全休

の半ばをしめる場合が多いのl芝対し，木衡では第１部を

全く欠いていることは，民俗学初期の傾向(誰7)と一致す

る。

紀州にIlUする明治大疋1mの民俗研究としてば，まず南

方熊捕の「紀州俗伝」(壁8)をあげることができる｡、これ

は南方鵬Miが，「小生の紀州俗伝は，民俗学材料と催ど

んな物共といふことを手近く知せん為め漕ぎ出せし也」

(型）という意気ご承で杏いたもので，主として身辺の伝

承を収録している。彼は博覧強記.ごあったが，伝承．口

伝等についての資鵜は蝿潮神社(堕10)の神直であった夫人

・の父から1りる所が多かったらしい(賎,】)。

なお大正末に森彦太郎「iVj妃土俗寅科」（1924年刊行）

（重'9）がぁI」これにつづいて，昭和初頭'二，雑iIH風次

郎の「牟挫口碑染」(室皿がある。この翻魚，紀州西牟盤

郡，とくに111辺付近の民11U伝承を蝿めだ＄ので，この点

「瑛屋鮒乖」第７編と似た性柊をもっている。けれども

「漢鐡獅」がもっぱら伝承の収集だけ(二終始するある

のに対し,「牟要口碑】!」は伝承以外に，牟婆地方〈塵１０）

の年巾行Ⅲ｢や民謡等を収め．内容が多彩;こなっているの

は,「瑛腿随搾」より「牟牲口碑染」I畠至る約20年の１１１１

における民俗学の発迷を反映するものであろう。

註１字井縫蔵鰡無水では47字18行鏑で54ページ

註２節７鵯成立年次は１１１識でなく，Ⅲいたり思い出し

たりするままに多年にわたって聾き続けていった

もので.宇井縫蔵が網jI9の際民俗的なものを典め

て１冊lこしたものであろう。各締が書かれた時期

１
１
 

ｌｌ２ｌ３－４ｌ５ｌ６ｌ７’８－９｜坐Ⅱ
第
１
部

字
第
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Ｉ式従ってそれぞれ異っているが，すべて明治の頃

のものであることIこは間述いない．成立年次のわ

くを考えるために，年代の記述のあるものを次に

列挙する。

１．「天狗の説」文中に今は明治28年とある。

:;[葉::茎:１A｣}雛麟麗
８．「清水浜臣が遊京漫録}こ白髪畑の怪」浜臣が和歌

山}こ来た文政３年は今から81年前と記してい

る｡文政３年は1820年だから今は1901年となる。

２４．「滑帯の緯死人」明治37年（1904年）に桧死

した人の話をとり上げている。

２５.玉獅子今は明治39年(1906年)と書いている。

上記怪よって考えて承るのに，本番はだいたい明

治20年ごろより,40年ごろにわたる20年ぐらいのllBl

lこ襟き継がれたものと考えられる。

註３雑費頁次郎「瑛屋随鉦をよみLて」エ936年。（｢瑛屋

随兼」第12編所収）

註４前掲「民俗学辞典」Ｆ､596に採用されているこの

分類は衙定的なもので，将来の修正改訂を予期す

るものとされているが，今なお行なわれているも

のなので，この分類に従う。

註５同書Ｆ､596

註６柳田国男「遭野物語｣初版1910年｡改iRT1935年。

この書の出たころの1K要な文献として，柳田氏の

「後狩詞記」（1909年）「石神問答」（1910年)があ

り，三者それぞれ後の民俗研究の三つの基本的な

方向をうち立てたものと考えられる。「漢Ｉ趣ii雛」

はその中の説話，民間信仰零を主な内容とする

「遠野物語」の類型に属するものと考えられるが，

これよりも古く1890年代から２０世紀初頭Iこかけて

記述されている点が，この書の民俗学史上に占め

る位醗を考える灘のポイントとなると思う。

註７たとえば，大正中の業績として，柳田国男「神を

助けた話」佐々木蝿轆「ザシキワラシの話」早川

孝太郎「オトラ狐の話」など。

誰81913年より1917年にかけて雑誌「郷土研究」その

他lこ連戦。後にまとぬられて「南方随誰」の一部

として公刊された。「南方熊捕全築」鍬５巻〔1９

５２年）には，これに捕過として1912年より1932年

にかけて名趣の雑誌l差発表されたものを追加して

いる。

注91914年柳田国男氏宛普簡（「南方熊楠全某」第１１

巻）ｒ,163

龍１０「祭神伊邪那美鯉，又新熊野と称す，本村（淡村

＝現田辺市）字神田に鎖窪す。県社にして田辺町

の総産士神なり｡｣(宇芹可逆｢牟襲郷名勝錨｣)この

神社の例祭がいわゆる田辺祭りで，「牟襲口碑蝿」

Ｐ､174-1861こ詳細lこ紹介している．

註１１平野威鴫雄「博物学者，南方熊楠の生涯」（1944

年）Ｐ､176-177

註１２断片的な珈項を羅列したものだが，土俗櫛と方言

：化語篇に分け，かなり系統だっている。1924年，

私家版として刊行された。

謎１３雑撹貞次郎「牟狸口碑災」は，1927年僅辺叢書の

１冊として刊行された。

註１４「田辺付近は元古の牟婁の地である」（牟換口碑

梨「巻の初に」）とあり，著者はもつぽら111辺付

近を考えられているが，地理的には牟婆とは田辺

を西端とし，束は速く尾鷲あたりまでを含む広い

地域の名称で三近県に北南，和歌山県に東西の牟

襲部がある。

５ 

以上考察した所により，「瑛屋鮒誰」こそ紀州1足おけ

る国学つ藍り本居大平系国学の流れをくんで，近代的な

民俗学への橋渡し的な地位に立つものであり，また封建
時代の「紀伊銃風土記」の延長の上'二あって，民俗学的

な処理を鰻だ「紀州俗伝」「牟襲口碑架」等紀州民俗学

研究の先駆的業縦の先導的な役割を果すものということ

ができ,民俗学史あるいは民俗学前史上施固たる地位を

保持すべきものといわねばならない。こうした噸実を見

逃している点で，現段階の紀州民俗研究史は不備の点が

多いこと前言の辿りである(陣)。

なお「瑛屋EIi兼」鍬７編完成を1907年(明治40年)と仮

定して，民俗研究史上における位避を考えて承ると，こ

れは日本民俗学研究のはじ章りといわれる雑誌「郷土研

究」の発刊(蝉)された1913年より古いが，坪井正五郎の

振導Iこかかる人類学の分野での土俗研究低すてiこ，１８８６

年東京人類学会機関誌「人類学雑誌」に土俗調査報告が

Ｈ』されており，つづいて鳥井竜蔵の主唱lこかかる土俗会

は1887年を節１回として各地の習俗を研究し(鑑3)これに

属して南方熊捕の活溌がはじまることになる．「瑛屋馳

薙」鋼７編は時期的:邑侭ｒこのころより替きはじめ，１９

０６，７年ごろまで響き銃けられたものと考えられるが，

こうした中央の動きとはお煮り関係がなく，西洋の学問

の方法論的な影樗は見受けられず，全面的:二国学的な流

れの上に立つものと考えられる。

そのllH営書の正確さや，習俗・伝承等の処理の巧承さ

は天性と熊代繁里よりうけた学|出のたしかさ【廷よるもの

といえる。大正初年【こなって日本民俗学が築き上滞られ

る頃Rこはすでに頽齢の域Iこ達していたため，そうした方

面よりの影響をうけず！;まいだったのは，まことに殻念

なことであった。それにもかかわらず，このような高度

の内容を盛り得ていることは「瑛堅髄筆」節７編成立の

時期から考えて鷲<べきものがあり，大きな先駆的意義

をもつらのといえよう．

－２７－ 



なお，本秘の性質上民俗研究以外の宇井可道の業錨に

対する検討状別の機会Iこ譲るが，鞭３儲lこ「祈雨のⅢ｢」

唾')のように，民俗の記述と承られるものがあるが，後

の編は網名を冠しない､の漣も，民俗的なものは鞆７綱

藪以外に催とんど承られない。こｵLは宇井縫蔵が縄』１９の

蕊，内容を分緬してまとめたからである(画。

念の為i二，「瑛屋随兼」の冬縄を分顛して承ると次の
ようになる．

〔躍史〕１，１０〔地離〕３０４

〔歌学〕２，５，６，８〔雑録〕９，１１，１２

〔民俗〕?

この表からも，宇井可道の学問のKI2心瞼欧学Iこあったこ

とがうかがわれ，それば吉た宣輿以来の歌学の伝溌のあ

らわれとして興味深い。そしてこれは，宣長や大平のこ

ろとちがい，既に近代に入って後のものである点から，

第１縄の神武研究と併せて改めてその時代を背景として

究明する必要があろう（錘)．とに/｢L宇井可遺の学ＩＭＩは

，歌学lこしても，古典研究iニしても，煮た民縢研究Iニし

ても，中央の学界ないし文壇とば催とんど没交渉'二，完

全に江戸時代１劃学の延長。延長の上にあるもので，この

点南方熊楠のそれとも傾向を兇にナるものである．

注１本糊蛎１節参照。

前掲「ロ木民俗学大系」節11巻P､153-157

注２前掲「民硲学辞臭」Ｐ､587

前掲「日本民俗学大系J

iik3前掲「民俗学辞典」ｒ､589

前掲「ロ木民俗学大系」

XE4「祈雨のJIF，田舎庭於て早の時，雨乞ナるに火を

焚き溌笠を軒て「南ふれかへるでしづくたれるも

り」と一同商声lこ呼ぶ慣行あり．禁秘抄祈雨の段

に先二以蔵人－令,,払し神二泉蒐一承,,仰行向ヂル
ソソ レ

人ﾜ先池,辺ﾉ石二水鞭iFHi声ニーFilﾆ云う，雨夕へ海
ギテ

流王云〃とあり。」上;Ｉ上伝なるべし。･･･(下諮)」

ｊｉＬ５「今後l±一・冊に吉と章っだ､のは別として，ｊ〔他

の短捕は，歌誌，伝説，史談，其他など【こ分節

し，成るべく執錐の年代瓶Iこ採録するつもりであ

る｡」（｢蕊l掴jHn鋪第３編，字ｿI:縫蔵編繩後記｣）

ｉＭｉ６各編末の網染後記を見ると，節２網は1890年ご

ろ．鉱５縄は1910年，節６綱は1910年頃,鰯８綱

は1904年頃の作l己かかる。姉１鰹は1899年維鯵に

発表。

８ 

本居宜長のI刑学の成立において，楓徐学の影糠が大き

かったことはD早くより村岡典圏氏によって挽かれ(zLl）

また村岡氏よりさら猩繭極的な意見が，津田左右吉氏Iこ

よって述べられた(麹．吉た丸山典男氏は，宣具学は但

旅学と思惟綱迅の木釘的類似性という地壁の上Iこ，宋子

学的合理猶溌が但抹学において妓問度にU''化し(註3)，そ

の成果が鯖欽そのものの本質的な性格から来る岐後的制

約が除去され飛踊的な発展を見ることとなったものとさ

れる（劃)．

たしかlこ近11t後期にいたり徳川封建制解体過程の巡行

,こつれてiIi要性を蝋した披治瀞軟化の必要は，当時の政

治あるいは箇蹟上の指導者クラス'ことって当面緊急の必

要性を持ち，木屑宣長の国学はそうした必要から生れた

もの(琴)といえる．こうした見方をもってすれば，Ｉ矧学

は古学派と雑木的挺同じ思惟方法に立つものと考えられ

る．

だが二こでⅡⅡ麺にしたいのは，そういう根本的な思惟

態度の上にあらわれた具体的な学IMIの姿である．この点

についてr[兵学を特色づけるのはやはり契沖以来の欽学

の面Iこもっとも強くあらわれた文猷学の伝統であり，そ

してこの伝統は其淵・宜長・大平・内遠とつらなるもの

であり，この系ﾀﾞﾘと近代の民俄学との辿繋が少<ないこ

とをここに掘愉しておきたい｡

村岡典圏氏によると，宣災の凶学においてはもともと

「行とどいた孤解と，豊かな人惜味と、而して明らかな

叔智と，而してそのおくlこ更に，朧史の長い相kこ於いて

万鞭を観るという落肴きと…･･･…力【'え，態度に布する一

種の自由さというもの」が見られるものであるとし，西

鐸信鏑氏はその原因を「当時の政治的現実を騰学のよう

【こ危機的実践の対象とは感じてはいたかったからであ

る｡」(EZO)とされているが，節蒋I丈この点1こついてはliij意

できない．政治的現実の危機を感ずるかどうかというこ

れで瞼なく，危機解決の態度のちがいであるというべき

だと思う．そして嵐長においてあるがままの衷突をrj定

することを数えたことは，そこに施具の封建制捷灘の立

場を羽確ならしめるものだが，被治者の心傭を亜祝し､

現実を見るという態庇は，所,縦封処wi序の擁護に役立つ

趣旨をもっていたけれども，一方では民俗のありの奮態

の姿;二目を１１Mかせることになったものであろう。

そう巷えて来ると，紀州滞側学が亘奨学'こおける歌学

の面を継承したことは意味が深い。もともと契沖以来,

国学においては和歌の風雅Iこ心をよせる面が強かった．
この点におけるIIJ学の非政治性は決して非政治性そのも

のでないことI上さきの松本氏の所論(韮8)に見られる如く

であるが，甑われた形において見る隈I〕･やばり].[災I土

「私有自楽」の週たる和歌の風雅(瀞)を身近'=見る点が

あり，この点と民(行的関心とは，ｉｚ奥系国学に関する限

り無縁のものでないこと'魚，木ｌｉｉＩ大平より宇井可逆に至

る系列において一ｌｘして見られる所である。本居大平は

「古学要」（1809年）で，「中むかしまで，古学といふ

噸瞼なかりしかども，歌をよむ１聴神世よりつ式二へたる

道'こて，此歌の道にわがいにしへの道のったばりしな

り．古より歌をよむFIFを芸能としてこの歌学びの筋1こつ

－２８－ 



けてかつかつ古をも学び調の感をもったへましたる則｢歎

学の筋iこのこれりしは幸とも*lこてよろこぶべき鞭な

り｡｣(差U、といって歌学をもって神代以来の717通であると

している．その系鏡を引く災野護冨(撃皿)も政の本質であ

る実倍を欠くことの不可を鍵いている(準】2)。

そして和戦が「宋子学を思忠的武器とする徳川封廸制

のliiれゆく隙ＩＩＢを鮭うて，「蛍ごこら」と「まこと」を

旨とする新しい人ＩＭＩ性をI:】党されつつあった」（鯰u3)もの

とすれ【黄，災僻的関心も新しい人間的自覚のﾆﾋﾞ体たる個

人の周聞iこあろものとして，その主体の歴史なり実態な

りを知るための資料としての価値を持って来るのではな

かろうか。叢た歌学のための箇葉の研究，つ童り語学が

方言・民謡研究の面に発展することも考えられ，たとえ

ば鹿持稚澄の「巷謡禰」「稲多方言」をあげることがで

きる。

阿学ば元米文献学であった。｝?(奨学においてはその土

台の上に武学や遊学が支えられていた。文飲学は歌学を
主体として，遊学をも矛１７iなく内在せしめていた。しか

し燕胤学'二おいてばこの迦は変った。宜奨においては不

可知論は文賦学により支えられていた(砿Ⅱ)が,鯛胤学iこ

おいては，不可知論は文餓学から離れてそれ自身の観念

的体系化へと巡行し，神窒的な世界に突入した(釜R5)もの

である．蔦胤自身，神誓の《!;を夢幻のllUに兇ることもあ

ったという煙ID)。このように篤胤学'二おいてば宗歎性が

強く，その１１Ｉ人で一派をたてた大国隆正は「近き世にい
たり，その両部唯一ともにわが古逆にたがへりといふ眼

をひらぎて．神道のまことをひきおこしたる人よたりあ

り。悪食洋濁，岡駆典淵，本居党艮，平111鱒胤これな

り」（｢学続弁論｣1857年）（随'7)といって，これを道統

の祖として111(宗などの例にならって，初祖，二狐，三襖

，四祖とよび，学神神号の－軸をも②した。そしてこう

いうこと【犬，平ITI派'二は－穀に行なわれ，平111銭髄(墓19〉

が脅した国学四大御神号などもある(差'9)。

このような傾向を，前把木脇大平と比鮫ナとる大きな

へだたりがある．村岡典閣氏はこれ腱ついて「平田学，

殊に後年益々一家をなして後の業繊にいたっては．決し

て之を本厭戦の発展として，之を同一性格の学問や思辿

と見なしえないの承ならず，全く異質のものとなってい

る」(錘U)といっておられる。私見では宜躍学と燃胤学

は，少なくともその木費的なものに関する限り巽質のも

のでなく，守徹のものと見るが，具体的な顕現'二おいて

は大い；こ異っている二と，これまで考究してきた通りで

ある．

寅長学lこおける学問的態皮，文献学に根ざす歌学11r視

の方向。政治性を政治性として正面からとl〕瓢まず裏返

しに見る態庇，これこそr〔奨学の基本的な行き方であっ

て，この伝統が宜貝の遺鉢をついだ紀州滞悶学に引き継

がれ，その後の封建危機の切迫化の中を。伝統的態度を

失なわず。政治的契機'二根ざす「紀伊綾風:１２妃」の編纂

涼の場合'二も。また大平・内道らの学問業枇の中i二も民

俗的関心が顕在するのである。そしてまた，このような

態度(睦21)こそ肝活伝説その他遺習資料を史料としてとり

｣二げようとする民俗学の態輿Iこ皿ずるものであり，有形

の文献資料を判断の基礎として姫らることから．無形の

遺習資料へのllll心Iこ発展するも③でばあるまいか。歴史

珈象を懇ろ史料には遺文，過形，遺習(鍵)の三つがある

が，これらの研究対象の撒成態度にIま共迦点があり，二

れが「歌単一文献学一民僻砺究」(‐)という三者の

相測性をもたらすものと考えられる。

このように考えて来ると，木闘節一節において繁者の

提示した疑Ｉｌｌ１に対する解答もおのずから墹瞭となろう。

ただこの灘，木屑大平系の悶学が，宣長以来の歌学一

文献学の面を発展させ，その継承の上に民俗学が樹立さ

れたものか，それとも立兵の旧学思想のｌ１ｎに水源的,こあ

ったものを,、造以後断樹があって後，近代に入って再

発掴し士もの力､が問題となるが，乖老の考えとしてば前
著を採りたい。

もちろん，新l1il学と呼称して孜ても，国学と民縢学と

のIIBには大きなへだたりがある。何といっても民僻学は

近代科学であるし，国学;ま封延牧学の産物(琴I>であり，

封建制を支持するも｡(鐸)である．だからI珂学と民俗学

の接点というlIl1Hnに対しては，国学と民俗学との関辿

が，こうした社会思想として１K本的な差異をもつi=も拘

らず，多くの共通点をもつものであり，「折[国学」（筆）

の名の冠せられることから見て，果して根抵的にいかな

る共通点といかなる相異点をもつものかということを靭

らかにしなければならない。近代日本人への粉神的影響

の面では神凪氏「近代日本の輸神構造」がある程度解答

を用意しているようだが，民俗研究の封建時代iﾆおける

歴史的過狸の而での考察は，なお今後に侍たれ旗ならな

い。

ilk1村岡典甥「本居宣熈」この杏の初坂は1919年【二出

筬された．

ilk2津111左漉吉「文学i己あら｛よれたる我が悶民思想の

研究，平民文学の時代(【１３)」（1921年)０改訂坂くま

「文学にあらばれたる側民思想の研究，箙４巻」

（1955年）

i臆３この点に関する丸山氏の兇UHi己対しては，中園と

日本の朱子芋の把握方法をめぐる守本ｌｌＩｌ－ｎｊｉ氏の

批判および江戸時代初iiHの栄子学を｢l11lilk輸入的

な栄子学ではないとすら田原閉郎氏の批判数どが

ある。（守本煩一郎「近世思想史の方法について

－jlLI1I奥男氏の所挽の批判を中心として－」

遥済学:鋤121-4.5．１１１原嗣郎「荻生姐徐におけ

る宋子学の理解と批判」史学雑誌68鍋11号）

－２９－ 
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以上で大体宇井可遡の業縦を中心とする国学と民裕学

の関連に関する考察を終るが，参照の便の為，縄中の主

要なものを，第４節における簸若の分離に従って抄録し

ておく、

前掲「日本政治思想史研究」Ｐ,164

1,褐「国学政治思想の研究」Ｆ,２４

また心学についても同様のことがいえると.似う

が，その成立TIF1%についてば別の機会iことり上げ
たい．

村岡典飼「玉<しげ・秘本玉<しげ」岩波文JIM坂

解挽，これは西郷氏前掲杏より引用した。

前掲「近世の学ＩＨＩと思想」Ｐ､317

IMM目「国学政治思想の研究」

前掲「近世の学問と思想」Ｐ,319

「jPWili本居立奨全架」節11巻「本居大平全染」

（1938年）ｒ,252．前掲「国学政治思想の研究」

にiiII半が引ﾉﾄﾞlされている．

奥野義言（1815-1862）禰凹「掴学者伝記災成」

Ｐ､1396参照。

前掲「国学政治思想の研究」Ｐ､65による。

前掲「近世の学1111と思想」Ｐ､326

前掲「木居立圧」Ｐ､485-48B

この表現は，西郷氏「近世の学問と思想」Ｐ､309

による。

前掲「平田鱒ML研究」Ｐ､209

「大国隣正全姫」第４巻，Ｐ､150・

平田鉄軋（1800-1882）jii5MLの謎園子，筑MiLの蝋

おてうの夫。1867年明治政府に信用せられ，翌年

明治天皇の侍卿lこなった。

村岡典園「立奨と薦増し」（】957年）Ｐ､３－Ｚ

間瀞Ｐ,213

柳田圃男「史料としての伝脱」（1925年「史学」

４巻２．号p1957flZ岡名単行本に収録）

和歌蓋太郎「伺史における協同体の研究」上（19

47年）Ｐ､２１

民僻学がいかたる耐類の学IlMIこ所属するかを巻え

ることが、このｌＨｌｌＭ性をたしかめるのiご役立つ

が，広義の文化人類学'二属十ろと承られ，また歴

史科学としての面も持つわけだが，文献学もまた

同様な系列に入ると考えられる．現にドイツでは

Volkskundeを文献学的＝腰史学的科学phi1oIogi-

sch＝historischeWissenschnltに入れる学滞も

ある．

IIiI学の性機1こついては種々の見方もあるが，木ipI

所鯖の結果によりこう断言できる．

西郷偲綱氏の巻えばこれと異り，絶対童袈王政へ

の道を歩岱ものとされている（同氏「近世の学1Mｌ

と思想」ｒ,357）が，国学本来の方向l芒はそのよ

うな進歩的意綻を認めにくいことは，これ熊であ

げた騎証lこよって明らかとなったと思う．

伽掲「新国学談，節１冊，祭日弩」Ｐ,173-176
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〔１〕犯２部の２「箇繋」1こ関する､の

17．鐘の事

凌の千匹辿といふﾘﾄﾞあり。我牟襲郡IlIHUにて百匹ばか

りも辿れたるは度々見たり．秋山田を守るころ，彼数面

匹辿の繋ぎたりて稲秘を喚ふ。故に仮庵をつくりてHf座

と共に逐ふな処波逐はるる時,稲秘を口Iこ合承頬をふ

くらかし，なぽ手足に剛を握りて逃ろといふ。きびしく

追ひつけば，彼聯合して道巻に人を巻こめ，近付て抵抗

せんとす．故に此時は柴のKlnにかくれて顔をかくし居れ

ば，之を見て蓑た逃るゆゑ，又柴の中より出てて迷ふな

D、凡二型ばかりも奥''1へおひ込めば当分は糸らずと，

仮庵守ものがたれD・

凌が,1,鋒を捕喰ふF1｢あり．山鋒〔方薗商腿塞豈仁は熊

蜂といへり）は奥IIIC､高き木に巣をつくるものない我
ふどの

西牟､r郡災野村大字伏蒐野(壁')の山Ｌ１１に大なる染あり

て,激が取り喰ひしJITあり｡猿は樹に笠りて染を動かすに

ぞ，鋒,Hでて猿を算りす。狼はこれをつまぷておのれが毛

の上,こて探承て喰らへりと，之を見たるものかたれ！〕．

さて七mばかりあいだありて行て兄たれば，ばや戦ひつ

くして巣もなかりしといへり(RE2)。

33．こ；雷ちといふIIT

米揖識貸して窮民自活し能はざる時，米を買占むるも

のをＭ１熟てりその家を破醐するをこぽちといへり。，ｌｆＩｌＩ

辺江Ⅱ１町源tlnといへるものをこ催ちたるり｢あり。彼は米

の仲買せしものなり。安政五年午八月上旬奥熊野尼鴬ｈＩｉ

(菫3)に於て,こぽちすとて１１灘する人数凡千人許D,銘Ａｒ

掛矢，斧，鋸，熊手などを擁へ,目ざす処へ岬寄せ，掛矢

もて披けども地震以来新築の霧なれば，滞鮒丈夫にて急

に砕けがたし，依て斧もて桟を切り倒し，鋸もて挽など

して龍なく三軒まで雛蝋したり，醤h1I・遜鱈などの蛸を

切放ちたれば，道熟に流れ出る噸路L・金銀は石臼'こて

鵠砕き鍛札は押切もて典二つ'こ切り抽允D・認六軒破脳

する兇込なりしに跡三粁は種々佗１１Vして迅れしと，皆士

丼何某の枝葉なりといへり．其原因をきくに此節米一石

の恒百五十匁迄灘貸しｐ々韓の小者共困難いふばかりな

し。倣少の穂代をもって米を賀ほんとすれども売るもの

なし。強てたのめば此方には米かくまひたしといふより

鴬方なく居たりしに五百石他所へ讃H1したるIこそさてこ

陛皿
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そ1MJ{!i；の破壇にあへりといへり。右の米屋鞭は平生非遊

強敵の箸なりしときけり。又此際長蜂に於ても十二軒こ

ぽちたりと．これも米の買占めより原因せりといふ。こ

ぽちとば我牟襲郡にていへる僻を,rなり。京''1の蜘蛛の糸

巻}ニラもこはしといひて天明七年五月の蜂起を妃してお

り(壁U)･

〔２ｺ第２蕊の３ＤZ夢鑓

，,、微さん月代といふ噸

いつ。頃:こかありけん。田辺滞士何某の子Iこ織衛とか

いふて,性質さかしからぬうはめくひの人ありけり。あ

る日緒獲許Iこやきしに,人々つどひゐて瓢々滑稽噺しを

せらる．ある一人がいばく，月代するI二水を洲がず髪を

割I)なI箕，いかにそれこそいたからめと．そば得造簑じ

きと呰特笑ふ゜極公１Ｍ'居たりにし’十つくと立ちていば

<，おのれなどは奴もなき叩なり。男たるも②その位の

１Fば鑛かせぎらんやといふ。ある人いふ,さらi蕊Ｉりて

見せ銭へと◇繊公す÷ゑて床iこ坐せり゛壁綾あきれて

ＥＬｒｌ郭少しは水にてしめしてはいかが。醐匝をいふ

なロイゲといふものば命さへ摺るUITあるにn代位に恐れて

すむものか，とく剃れといへ旗，髪結は'1ﾆﾘ｢を得ず剃り

かかりしときく。それよりおのれが損失となる郡’又は

迷惑する鞭をもいとばす，なし柵ん噸を灯ｔｊ６Ｃは撤さ

ん月代とあだ名して今にいひつ仁ふるになん(註5)。

25．議鬼1こつかるるといふ1ＩＴ

Ｉ織二餓鬼,己つかる,章ただるにつかるといふU｢あり｡だ

るは空砿つかるば皮労をいふならんか。おのれ廿四嬢の

ころ,文久年間の末匡かありけん｡熊野坐神社(瞳6>祭礼'二

参詣せんと四月十四日払簔出立し，高原にて昼食する所

から,翻林兵衛及熊粟栄七弟安吉iこ出会ひ，道づれとなり

て野【,2,こ至り,三人等しく弁当の残りを喚ひ,遮濁川(醍丁）

より豆望嶬,二登らんとする,こ･何となく気嘆れ足巫<,

道捗らねば杖を刀iこ漸く蝋をこえ多数の参iH人に迫越さ

れ迫越されしつつ歩承しに,脳'i'一歩も巡承がたく党ゆ

れ;苗両人,二対しておのれいふ，遊揚川より空波を覚えて

気力愛労せるも，つとめて愛まで来つれども今は進み鐘

し，」M,IHI三越雌の茶店の餅を凡て賀求めて嘘んとおもひ

しかど,あ去り野郎ならんとて差抑へしない子iま此処

にて坊ら<休息すべし，劃両人は先へ行き玉へといへ

ぼ，沖兵衛曰我も窺旗に恥へがたけれど,足迄辛抱した

りと，安吉曰Ⅱ私も同様道溺川より空肛にな【)，三越蛾

の餅【二心ひかれたれど,おのれの承いやし<岡て種種ん

も鉦し<おもひしのんで米れろなりと。林氏術いふ,処

は走るにつかれたるなり。まづ煙草でものんで休懲すべ

しとて，道路の街に居並び,弁当行李をＭｌき見るに,林

兵衛。行李に香物三切あり，一切づっわけて戦ひ,夫よ

り蛾をふむぽかりに歩誤つつ，谷水を飲承て林兵衛又い

ふ，此行先Ni原の茶店に護りて何}こもあれ買ふぺしと，

それを力にして茶店lこいたい内lこ入て見れば六十許の

老女あり，林兵衛空腹のⅧ｢をのべて，何なりとも嘘ひた

しといふ．老婆曰，近頃茶店を廃莱しだれば，食物はな
へつし、

しと。林兵iQi土突'二篭のかかりあろを見て，此はがまに

茶粥の奴Dはなきか．老女いふ，只今家内戦残したるあ

とへ水を入れたるなりといひて，老女は大豆を煎らんと

ナ。林兵iiiいふ，災大豆はいかIこ，老女苦しからず，お

あがりなされといふ．三人よろこび大豆三合もとめて茶

につけて喚ふ樟どlこ’大なる土瓶Iこ茶二はいまで飲承つ

くしたり。是にていささか力を19,夜lこ入Ｉ)て掛峯に至

り，西辮兵街方へ投徹しぬ。温泉に浴したれど肱蛾する

像の心地すれば欄【こ｣Mろ．狐夕飯は先客より職を出す'二

つき我等三人は－稀後回なり。おのれ西善兵衡と懇意の

中なれば，三人辿れて台所に入り，非職のXlFを述べて，

ならべある膳を横取りして唯ふ゜瀞兵衛の斐我に対し

て，其櫛にたべて(主身。渉なり。今はやめて童±後刻た

べ玉へといふにば,総代する娘に，何椀ばかり晩ひしや

と問ふに八九椀爆どはあがりしならんといひ，彼我大笑

ひとなり，藩をさしおきた'〕。だる】二つかるといふ,だ

るばひだるいなどよりおこりしにや。

柳沢ｷ1M割(肱8)繋粋Mﾋﾞ志に,伊勢より伊撹へ至るjuIこて，

子が行く跡より一人の男いそぎ未りていふ嫌，我等大阪

・者なり．過ぎこし灘iこて餓鬼に鮒かれしにや肌ゑて一

歩も巡訊不申｡大いIこ雄渋におよべI〕･何成とも食物の御

待合あらは，少しlこても袷り玉へかしといへり。子心得

ぬ噸を111ものかなとは恩へど，旅IIB別iこ食物。たくはへ

もなければ，刻承里布のありしを，足lこてもよろしきや

ととらせけるに，火に悦びて直に食したりき･子llllふ，

壌鬼のつくとはいかなるものにてあるぞといへIx，答へ

て曰，目'二は見えねど，此あたりに限らず，ところどこ

ろiこて乞食など餓死したる怨念その処iこ戒D侍るIこや，

その念餓鬼となりて，迦行の者に収附き侍るなり。是に

つかるる時は，趣Ｈ１】しきいこ飢えて，身iこ気力なく，歩

行も出来がたきIIT，我雰皮々なりといへり．此潴墾極を

商ひ，附阿に注文をとりに常ﾉr旅行の承せしとぞ。世に

は左嫌の巾もある､のこや。他日摘州倒分寺のlIiに尋ね

ける'二，此iM申けるは，我若鋭の頃伊予にて餓鬼につか

れたるY1Fあり，よりて粥図行脚せし折律，食1IWD時に，

飯を少しづつ取りおき、それを紙などiこつつぷて快湛入

れおき，鰻鬼8こつかれたる時還す物なりといへり．心得

がたき!]､こぞありける(軍)．

〔６ｺ

18．狐l邑学ＩＨＬたるﾘﾄﾞ

ﾛ高郷111躍付'二武111河某といふ粉あり。いつの頃Iこか

ありけんｐ永い間孤に週かれてありしlこ･その皿中々の

－３１－ 



１９識と見えて，何柴は天文盲の男なりしに,拒当のf1F癖

も謎めるやうになり，知識も堂して後,弧は除こりしと

いふ。明治十年の頃我西牟婁郡のある村の小学校教師と

なれりしが，なに水気とも見えぬところをりをりあり。

こは素よりの本性なるが故に，狐も魁ざしならん(膿'0)。

１９．小出五郎右衛11M狸をとらへし鐡

胚,辺藩士小,,,五郎右衛門は，和歌''1獺効'こてある処側Ⅱ

屋敷とかIHI,きしに忘れたりに居住せり。ある寺のｌ１Ｕ１ｉ１

に，狸の女に化けて人をたぶらかすり｢はかねて聞き居た

りしに，折ふし夜吏て其処を通りかかりしに，門前に一

人の女笑顔をつくりて立ちあるにぞ,いざいざわれにと

もなへといへぼより来錘その手をとりて途中迎冊ろ

に，何といふい〔手を放さず，我ＩｌＩＩｉ１に束り，内より'１１

をひらかせて，引き入れんとするに,彼入らじと争ふに

ぞ，無魏に別入れてＩｕｌをささんとする隙Iこ’ｉｉｉへられた

る手を損もがき，１，１外に飛出て逃去りしといふ。其頃NII

屋敷のある屋赦'二,毎夜狸出てさまざまの奇径をなす。

ある夜行煙に足'1'来て近走行などせしに,またの夜その

奇怪をするとき，数人して障子をたてきりて,刀をいき

て切りまはるにぞ,彼共障子を蹴破りて逃去りし後は

来らざりしとのり｢を,小出氏の親戚のものよりlHli9た

り(壁ⅡⅡ)。

20.大活大食の話

平1,薦胤翁気吹舎飛叢に,石原正'Ⅲ(壁13)にlHI〈に，尼裂

の国にて甚<酒飲む人あり,為隆といへり｡名古屋の里に

て楓々会となづけて，数多の酒の承jUILひて飲くらぺけ

るに，此為賎は九ﾁ１．大合其次何某は六升のぷしとぞ。あ

る時名児屋の皿に旅人ありて,淌王にいひけるば，おの

ｵL酒好む者なるが，IEIを出しよりいささか労る小ありて

飲承侍らず，今日は心地もよければ酒盛して旅の愛ひを

慰めんとす，此処に大酒飲む人は侍らずや，招き結ばれ

かしといふ。描王為隆許１゜きてしかじかといふ,折よく

,1Fなくて侍れば，参り侍ばんといへり｡旅人いと悦び

て，よき活壱斗活もうまき物とと②へて待つ催ど'二，為

縢入来りて呑むぼどに,老斗のiwiは②承ほして,又五升

をも二人して飲Iii;たれ共，さばかり賎<酢たりとも見え

ず，為隆は刷りしに，」〔明ろロ酒希を排て旅人屋に至り

尿人を誼ふに，彼旅人いまだ超''}ぬI震どなりしかぱ。為

陛は｡承勝けりと,量こ'〕しとぞ。又平I､翁秋IniこあI〕し

ほど，杉山本念寺といふ寺の法師端かりし時’七八升ば

かりの餅を嘘ひけI)とぞ。此法師は僻を喰ふといばず,

呑むとの設いひ'十るが,翁十六七賎のこる七十に近かり

けり。或時翁の父のIMI袷ふに,僻のなり｢も群とは変りた

らんといへI笈，いたく年よりてこよなく劣れいきれど

三四升は残し侍らじと答へ画●さらばとて僻つかしめて

与へければ，法師悦びて大松のしぼり汁の承掛て，見る

がIMI'二四升余りの僻を嘘ひたりとあり。

おのれ上三楢村【こありし時，圧夜出入する男;塁永吉と

いふ者あり。大食のおたかし．ある日中三福村某が藁騒

根ふきに凧ばれしに，かねて大食のIMIえあjrしば，ためし

見んとて，白米五台を茶粥iこ焚きおぎ，永吉の未るを待

ちて曰，家内はとく朝食<ひたれば，廷は喰殻りなij呰

喰ひ給へといへぱ，永吉然らばとて喰ひつくしたりと

て，更に評判となれり。おのれ着きころ蜜常畑'二行きて

蜜槽を採る折ふし所用ありて永吉米り遼柑を乞ふ，採り

て唆ふぺしといひければ，群Dに唖ひて後，あ１少々肱

ひﾎﾞｰりして帰る。拠跡を見れば皮いと鐸し，その数をよ

承たれば八十余あり。その後MIIけ咳蛍撒皮の雲主Iこても

五十位は攻ふとのYliにて，八十余りの数瞳彼が爵:二は充

分ならざりしなり。差た同村膳析六といふもの大食のお

あり。早越のころり昼夜水取りして、夜食に変茶粥六台

づっいつも奴ら.f喚へりといへり。さらば永吉が五台の

粥はな婬彼が為には大食といふにはあらざるくし。おの

れ方Iこて食１｢する'二は当人の二人iMI位よりは蕊はざ()し

は，余濯つつの承たるならん。また岡村【二法次郎とい

ふもの極めて紫麺好にて，壱批匁の衆麺に川鮎一催て

繊箪蝿膳る鱸てくぼしめくれ'鷺｡何噸こても
咳ひつくすべしといへりしに，ある狄級家の神盆;二参I）

て，素麺壱貸奴ゆでて彼に洗はしめたる'二．あらひつつ

肱ふほど'二，遂に半すぎまで喰ひたりといへり。また中

三栢村に六平といふ者あり。此謝朝管升の飯を砿ひたれ

ば，七八型の所へ行て府くるに，夜にいたる藍で，ｊ〔１１１１

に喰はず゜よって－日がけ他出するに弁当を侍たるﾘ『な

し。すべて農家の者瞼平生大食十房故，た吉士ま赤厳僻

など壱升位吐ふものは珍しからざるなり。

また和歌山型典轆死所支部且【こ秋111何某といふものあ

り。一日に酒丘升を飲むとの'1Fを111lざしに，折ふし111辺

'二来D闘鶏神社々司田村塞造と同道して郡葡Iこ未れり．

おのれ耐接して柵ろに壊し役牛lWIば飲主ずやと田村にと

へぼ，鴎先にてこ升の承て糸りたれども，あの如く僻た

る体も見えずといへり。実に五升は苦もなぎ様子な'）

し(絵13》。

〔３〕節３部の1．妖径一閏窪

１天狗の蝋・

天狗は深山に棋承形ば人IHjの如くにして鼻高<翼あＩ）

て飛行するものをいへり。方冨狗賓，空神，鼻商などい

へるなり。

－和歌山藩士lこIMU宮一八といへる鉄砲家あり．熊野Iこ

来D，夜中本宮より鯛の峯に行く．］に坂にかかりし'二杉

の梢Iこ人声あり。之を聞けば，近頃和歌山より間宮一八

といふ鉄砲の潴人米れりと己の邪をいへるなり。共)Biを

-３２－ 



目的}こ発砲せしに(iWの動揺もなく靜當りぬ．孤掛ノ墾に

て入湯中。ある夜更て錫'二入りしに，大入通入沐あり互

に挨拶し深夜'二入扮するzjFを1111ふ，彼入道曰近此碗iこ礎

を受けたれば之を治癒せんが為なりと。１Ｍ宮氏恩へら

く，後必ず此程､l[頃の些物ならん。若し敵対せぱ短刀lこ

て仕葡めんと心に覚悟を極めつれども，彼又別Iこ異状な

し，別れて旅宿I己冊りしlこ，典夜より旅1illの震動する１F

恰も地霞の如し．旅描の狼狽一方ならず，大地塵なり立

退かんといふ。間宮氏笑ふて旗坂の始末を懇ろ。宿主大

Iこ恐怖して同氏の滞葡を断りしとなり。挑後同氏瞳新富

に玉()神ノ倉にj､償せんと上りしに，夜叉て躯の方l乙仗

の青113:｡，同氏恩へらく，此神愈は日の七つ時より上る

ものなしと測量つる'二，今来るものは例の怪物ならんと

桐待つIこ，近く寄り未るを見れば，日比和欧111にて按曝

せしめたる吉法師なり。何共かといへぼIMI宙の旦郛かと

答ふ．五;こ員;ﾆ来れるzlFを間寄せしが，法師の曰く久し

摸lこて一探仕らんと，後'二回り四方八方の雑話中肩を掴

むこと追々蕊し，巽らかIこといへぼ少し柔らかにするか

と恩へぼ又曇し，斯十ろ卒，三回目には－１;ﾘｭ々しけれ

ば頚返り見るlこ，大の入道眼を恐らし密立っていふ．汝

此の神ノ倉は日の･こつ時より洩りに登らざるliI行なる

に，之を犯して来ること不届なり。早く下111巷よ再び犯

す１Fを詳きずと，１１０宮氏共理に伏してFlll塗りと。謀し

てEl〈鵬の楽の朧天狗なり。神ノ倉なろば1111神ならん

と。ﾑﾋﾘ｢はある椎雄にて見たろ様思ふlこ今:薄え得ず。子

小児の比父兄の物語りを聞きつる鮭を記す。

一西牟婁部三福付大字上三福lこ米作といふ者あ

り。ある暁方，字坂口といふ処へ行くとて，上.'宮

蔬搬?會の前を通りかかりしに,石段｛二白衣を諦
たる大舘あり。米作を坪止め行lこ負ばれよといふ。米

作之i二従ふ，目をMIIぢよと示し，風起りて飛行し，坐

野村大字上長瀬と伏菟野の境，芦谷の岩fTに至り，此

所は大倉なりと示す。又飛行して新宮神ノハに至りて

見せ，それより瑞圏を窪巡りて至る所を示せ()。村方

に於ては米作が勾引されしとて鉦六段を披き櫛の轍を

もて(升の尻を掻きつつ，二Ku皮ばかり捜索せり。後人

都米作庭いふ，今翰らく連行きたけれども付方【こて悲

Ｉ)'二幕ねたれ旗一先偏れとて，坂本といふ処'二乗菰睡

たる121こ卸し去れり．友八といふ者共奇をＵＨさ走りゆ

きてｉＩ１ｉへたり．終<痩労せしと見えて二:三日IHIは目を

醒きず．其勾引せられたる始末を問へぼ。１Ｍ件。如く

答へしとぞ。食物を問ふi二握り飯又瞼勝典子など戦へ

り，向快に残りありといふ。之を見れば侍柴の紫なりし

と．友八は子の従姉の嫁したる男iこて，小児のとき予之

を剥れ０．今より湾ふる'二凡六十隼鱸勃計以前雄
り゜

一同郡岩I､村大字岩、字立に万蔵というもの，ある日家

内に口論しjiK立だしき徴，ふと謀を出たるに，白衣を着

たる山伏体のもの向ふより拓く。此処i二行ざたれば，背

に負はれよといふ。負るると共催飛行し日高川上流川添

村大字市鹿野,こ至れり.村の者人形芝居をせんとて鑑
を掛けあり．彼曰くn幕ならば見物せしめん'二日商けれ

ば行くべしと飛去れり．家族は万蔵の冊らざれぱ鞭りに

捜索す。村方の者聞付け追々梁来I)子分をして鐵近を尋

ねらる．三日目【二至りi川人宅の後なる金刀腿羅社境内の

笹原動きて青するものあり．万蔵斐之を見付けDII二行き

て捕へたるに，酒央ざこと甚し。撰労の体にて二日IlUUば

かりは商肝をかきてiiij後も知らず．目党て後｣[始末を119

へども定かlこ答へず．芯し之をいふ聯土空神棋のお叱り

を薫るといふ。其lii}D米りし平を１１}1へぼ，家内や村方に

鞭りに恐れをれ砿今血は帰るべし◇又腹立ことや女(に喰

ｍことある時は，何時でも家を出て招けとの平なりとい

ふ。災酒気ありしり｢を1111ふに，七月十三日（除|};）夕方

扱州西漉にて大群夢MILし酒呑む席に交りて瀞めりとな

り。ｊＬ以後万歳農IITにＩⅡでて折々膝を屈めて礼拝するこ

とあり。」(故を問へぱ空神様の御辺りなりと。他人は之

を知らざる､本人には側に兇ゆるものならん．雄は万廷

文久元治・'''1.鞭iこて今より凡三卜余準蝋八前｡事
なり。子安政の比岡村初111兵助，玖所美次郎郡Iこ露ば

れ，万蔵宅Iこて浄珊JWlを語りしり『あり。それよりは後の

YnFなれども今其年隔を忘れたり．
いき認ひSいわ

－今を去る凡七八十年以iii同郡稲成村元伊作111基岩ID上

i二女の愛を擾乱して立てるものあり．柴刈のもの之を見

付け取ＩＭＡＩくだるに，OUN風の人なり．旧田辺瀞より命じ

て伊作、村より同国へ遡送せしめたるﾘﾄﾞあり◇IIiI所万代

詔;こ記戟十ろ処!こして)[年}爵を忘れたり。（後略）塵Ⅱ0）

2．狐の雛

（前難）

－天保の末弘化の頃西牟婆郡中三植村Iこ再議厩と鋒称

する狐あ'九あるロ鋼珂修業の六部糸りて功蔵方に宿か

りしlこ，桐の箱をIMLていふ。此神を信仰する時は，

万Ylr恩ふJjTI1fは鞄ぱなし。且富貴繁昌するなり．かなら

ず箱をIlIl〈なかれといひて立去りぬ．勇蔵が斐此浦を得

てより，奇妙の名商<迎近lこllHえ，参詣するも②醸し．

日々喪銀の藩る鞭五十匁に下らず。魂蔵俄に徳分付たり

。同村に濁歳といへるものあり。何時の間lこか此箱を開

き見つるに，極小き雌雄の狐の画ありしとなり。夫より

奇妙もややおとろへて参るものもなし。狐は浦よりいて

て繁麺し遂に数十正の存属となれD、騨家に字右衛IUjと

いへるものあり．戦を銃殺する上手なり。折節男狐の通

ふを打殺し，又ある時女狐の左の眼を掠れＤ、故に此女

－３３－ 



狐の恩<人は左の眼しか承て涙111るなり。彼女頚人に患

<度にいふ，おのれが夫は宇右衛閲に銃愛せられ，おの

れ又眼に没つけられぬ．此倶を剛さんとすれども後耳散

〈して近寄れば，何者か米れりとて超上り濫断なければ

償を研す折なし．あるロ役牛を繋ぎたる時高梁より牛を

落して角を折らせて少しはiX惑い。夫死して後野鍾を夫

としたれどいと難し．岡のとぎせしむるまでなりなど口

ばしれり．

－弘化四年叉の頃予が弟に仙助とて三錠なる小児天然

虹にかかり大患なり．面蔵狐つく．ある日子寺小量より

liHり脳に１１，'ひ鰹の生節を熟し夕飯を唯はんとす｡坂の
IⅢに小さき穴あり。共穴より鼠出来りて箱職に上らんと

十・予惣にて迫りつつ飯を食ふ゜鼠こりずまlこ上らんと

する故，子犬両をあげて家族に普く゛･家族等来りて夫こ

そ狐よどて大勢立騒ぎ，二疋の犬を床の下へ迫入れ鉄砲

を打込，ｉｉｉ竿にて床下の隅庵を突たれば，鼠臆件の穴よ

り飛Ⅱ｝んとするとたんの拍子，出刃庖丁にて笑たれば，

床下にかへりコンコンと二声叫びたり。とかうするうち

Ｈは群れぬ。奥の川に悠老に添乳して伏たる沼護婦が蒲

団の下に毬を包承たるごとくふくれあがれり。これを拝

うればむくむくとして一正の鼠Ⅱ'て神掴の後にかくれた

り。此を柿へんと襖を立切り神囲を下ろし迫題る透を潜

りて，次のIlHの様に111で，桁にのぼり廻り橡の方に逃行

き，戸袋より飛下りて又次の間にかけ未り，憂蔵といふ

新の胸元までかけ上れ【几長裁はつと大声をあげたれば

凪は台所にかけゆきて住より桁をつたひ味調部屋に移り

，味剃11Wの後の砿にて大なる蜘妹に化して這ひあがり，

屋根を樫んとする時は又風となれ()。其夜鉄砲に玉薬を

こめ，スハといばぱ打既かさんとしたろに，翌朝見れば

火皿に小皿をそそぎかけ口火の立たぬやぅにせられた

り。幾程もなく小児は死亡し身体温気もなくこと切れた

ろに父蒋は尚死体を泡きて居玉ひしに，虻死したる小児

の眼をIlIlき，手をHしてlfi痂を取り喰へりといへり。実

に奇遥のものなり。jli年天然痘大に流行し，狐懸の為に

取殺されたろもの多し。１１１辺滞役人山狼して取調べたる

耕類あり。此を職写せんと担架せしに，王政復古の際

旧妃は悉併離庁に引上げられし故，今は尋ぬるに由な

し。
いく宮

一生１M村に谷本LL助といへる医者あり。度胸のある男

なり。ある時子に璽懸り口ばしりていふ，赤飯を握舞な

ぱ冊らんと．故に小豆飯を策きて握り飯とし，魚を漆へ

之を鵬へ典子を辿れて，岩崎村の境まで送りゆき，件の

赤飯を収ＩＩＬ狐に示していふ．おのれには赤飯は似合い

ぞ，早く退き去れ，赤飯;式我が戦ふぞといひて皆嘆ひ尽

災せり．夜吏て對鱗村より翻らんとするに跡より行角燈

出て送り来る．立止されば行肛も又止堂り，歩めば歩｡;‘

て，生馬付福田犬五郎が家に至り犬五郎を零起して測行

魅の送り采ろを見せたりと。こは犬五郎より直接子がＩＭＩ
得たるなり．

－岩田付に青吉といふものあり，その子に蕊廻り赤或

をiFi録なぱ辺んといふ，乞ふがごとく小豆飯を焚き小き

赤魚（ヒメチといふもの）を添へて牡はしむ．同村福田

仙助の弟に又吉といふ唖あり，災二三日前自宅の傍なる

竹林に項落しを仕掛け期を入おきたるに，其夜一疋の狐

之にかかりたり。翌日解剖するに赤飯と赤魚と脱中に

ありて宵に青吉が嘘はしめたる狐なりしといへり．（後

略)峰'5）

縦１現在,西本聾祁牟幾町伏蒐野

触２前掲「瑛屋鮒飛」節７綱P､34-35

姓３現左，三爪県尾鷲71丁

註４同智Ｐ,53-54.足鷲・長嶋の打ちこわしを扱っ

ていて興味深い．汀こわしの仕方や，その場合に

もわびごとをいって許されたのもあったことなど

がわかる。

註５同脊Ｐ,２５負けぎらいの若い武士の姿をありあ

りとえがきH1している．

絃６本官にある．祭神その他については，兒玉洋一「

熊野三山寵済史」（1954年攻n丁賎）Ｐ,10-12を参

照。

註７現在，西本要郡中辺路町道湯川

縦８櫛沢洪園（1708-1758）は大和郡山の人。伝記【こ

ついては伴藁票「近世諦人医」（燭波文庫讃，１９

４０年）Ｐ､155-157を参照。なお森銑三氏による

と，「雲蒜雑蕊」は柳沢枇囲の作ではないとい

う．（岩波文Ｈ１(頃「墾瀞雑誌」参照｡＞

註９同瞥Ｐ､41-.13。なお，このテーマについて柳田

旧男氏は「ひだる１１１１のこと」（「民族」１巻１号

，1925年。後に111行水「妖怪談義」1956羊、に収

録。）において「なるべく広く務地の実例を染め

て見たいと恩ふ」といって「盤瀞雑志」の記PjTそ

の他を災めておられるが，この可逆の文は引用さ

れていない。

漣１０同齊Ｐ､３５

肱１１同幣Ｐ,35-36

註１２石原正明（1764-1821）木屑f[』モ・轤保己一P5の

燭学者．

註１３同聾Ｐｐ３１－３８

ｉ注１４同謝Ｐ､１－３

註１５同諜Ｐ､5－７
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